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   Photocystoscopy is an important method for accurate recording and thorough consideration 
on intravesical observation. 
   More than thirty years, urologists have tried to obtain good pictures in the urinary bladders 
and some of them have succeeded in it in recent years, although it is not so prevalent even 
at the present ime. 
   The authors tried it with an apparatus produced by TAKEI Medical Optical Co.. 
   The apparatus was improved by one of the authors in order to take bettercolor pictures 
of larger size and  8  mm cinecolor pictures (Fig. 1, 2, 3 and 4). 
   Exposures made by the apparatus are presented in Tab.1. 
   Some pictures are presented in Fig. 5. 
   Motion pictures are difficult to be presented in printed pictures. Projecting upon a screen 
(about  1.5m  x1.2 m), fine details of the moving pictures can be clearly discerned. 
   Color films used by the authors were always of day-light ype, and no filter for color 
correction was used. But the tones of colors obtained are rather natural to the eyes which 
are accustomed to intravesical sightseeing under yellowish light of usual cystoscopes. 
   The authors have confirmed that the urinary bladder is not injured by the heat and 
light of the photocystoscope. 
   The merits of the improved apparatus  are  ; 1) of low cost, 2) very easy availability in 
routine use and 3) better pictures of larger size.
は じ め に
膀胱内の病変を正確に記録 し,検 討 するにあ
たつて,膀 胱鏡写真撮影が重要であ る こ と は
いうまでもない.従 つ てその試みは古 くか らお
こなわれ,清 水 によると本邦では,1935年に16
㎜ シネ撮影 に,加 納 も1941年に白黒写真に成
功 してい る.し か し,カ ラー ・シネ撮影は本邦
においては,1956年に清水 に よつては じめ て成
功 した.同 年,McCarthy,Ritterらは強力 な
外部光源を用いて写 真撮影 ばか りか,テ レビ送
像 にも成功 しているが,軽 便 さの点において,
臨床的には清水の方法が勝 つてい る と い え よ
う.
　 その後,清 水は さらに改良を加 えて十分満足
出来 る8mmカ ラー ・シネ撮 影法を完成 してい
る.
　 この方面での努 力は,他 にもみ るべ きものが　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ム　　コ
あ り,土 屋 らは肉眼視可能の大 きさの スライ ド
写真 を初 めて撮影 し,安 藤 らは さらに大 きく鮮
明な カラー写真を得ている.西 欧でも同様 な試
みがな され,Hanleyは英国で初めて国産 され
658 片村 ・田中一写真膀胱鏡の使用経験
た撮影機 を用いて1959年に カラー撮影を おこな
つた.
さて,筆 者 らは武井医科光器製作所 によつ て
作 られた写真膀胱鏡 に,独 自の方 法による改良
を加え,高 感度カ ラー ・フイル ムを用い て,患
者に特別 の苦痛を与 えることな く,手 軽 に鮮明
な35mmカ ラー ・ス ライ ドおよび,8mmカ

























必要 に 応 じて原 型 の レン ズを 用 い る(70mm→
140mm)
3)電 源 部 の 内部 配 線 を 変更 して撮 影 用電 圧 を 高め
る(Max.24V→Max.32V)
この 実行 にあ たつ て,中 間 リソ グの 使 用,フ ァ イ ン
ダ ー鏡 筒 の延 長 な どが 必 要 で あつ た(Fig.2).
この結 果,実 用 的な 露 出 時聞 で35mmフ イル ムー
杯,即 ち直 径27mmの カ ラー撮 影 に成 功 した(Fig。
3),
C.8mmシ ネ ・カ ラー 撮 影 機
上述 の改 良型 は8mmシ ネ撮 影 に も利 用 され る.こ
の 際 には35mmカ メ ラ用 の ア ダ プ タ ー ・リソ グと結
像 用 レソ ズを 取 除 き,フ ァ イ ン ダ ー鏡 筒 に私 案 の ア ク
セサ リー ・シユ ーを固 定 し,こ れ に よつ て シ ネ ・カ メ
ラ と結合 す る.結 像 用 レ ソズはDマ ウソ ト ・F1.9,
焦 点 距離36mm望 遠 レンズ で あ る.専 用膀 胱 鏡 に ょ
る虚 像 は実 測 上,約35mm前 方 で あ るか ら,レ ソ ズ
装 着 に あ たつ て,ピ ン ト合 せ のた め,厚 さ約1mmの
パ ッキ ン グを は さんだ.
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ところでシネ撮影では,前述のS1は フッ ト スイ
ッチを利用した.照診によつて,対象を捕えると,こ
のスイヅチを踏み,視 野が十分明るくなつたのを確か
























































に よる若干 の改良を加 え,十 分 な画像面積 の35
mmカ ラースライ ド写真を得,さ らに,同 じ装
置 を用いて8mmカ ラー ・シネ撮影を極 めて手
軽 に行 うことが出来 た.
本装置は 日常外来 診察 の場 において,即 座 に
利用出来,フ イル ム現像 も普通写真 と 異 ら な
い
本装置は比較的安価であ り,し か も軽便に利
用 され,十 分な写真を得 られ るので,そ の使用
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